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事業セグメントおよび構成事業

DXプラットフォーム

インベストメント アドテクノロジー

コンテンツ

スポーツに関わるWebサイトࡠや
メディアの企画・開

懸ৈ・プレゼントサイト
「ドリームメール」の企画・運営

オンラインプログラミングスクール
「テックアカデミー」を運営キラメックス株式会社

アプリ・システム開ࣆ業を運営
株式会社ブリューアス

ユナイテッドマーケティング
テクノロジーズ株式会社

「CocoPPa Play」「クラッシュフィーバー」
のゲームアプリを運営プラスユー株式会社

スマートフォンಝ化型のDSP「Bypass」、
ಋSSP「adstir」、広࠹ࠄన化
アドネットワーク「HaiNa」を運営

アーティストの活ಊࢩ援ができる
サービス「CHEERZ」を運営

フォッグ株式会社

株式会社インターナショナル
スポーツマーケティング

トレイス株式会社

シード～アーリーからミドル～レイター
まで、ௗが見ࠒまれる広いスタート
アップ企業に౦ࣁ౦資事業ຌ෨

※ 企業がビジネス環境の激しいร化にଲ応し、データとデジタル技ढ़を活༽して、顧客やऀ会のニーズを基に、やサービス、ビジネスモデルをร革するとともに、
業ແそのものや、ૌ৭、プロセス、企業ช化・෫ౖをร革し、競૬の༑位を確ཱིすること。（経ࢊࡃ業「DXਬࢨඬ」）

※

デザイナーಝ化型クラウドソーシングサービス
「JOOi」を運営

株式会社リベイス

DXソリューションຌ෨

企業のデジタルトランスフォーメーション(DX)
をࢩ援するコンサルティングサービスを供
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2022೧3月期 通期業績
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࿊結業績

キラメックス᷄
᷄ブリューアス
DXソリューションຌ෨
᷄リベイス

ベンチャーユナイテッド᷄

DXプラットフォーム事業

インベストメント事業

※

ജ上高 :   12,714ඨຬ円 （前期ർ+1％）
営業ཤ益 : 5,738ඨຬ円 （前期ർ+2％）

ജ上高 : 2,335ඨຬ円 (前期ർ △9％)
営業ཤ益 : △382ඨຬ円 (前期ർ △189ඨຬ円)

ജ上高 : 6,580ඨຬ円 (前期ർ +11％)
営業ཤ益 : 6,206ඨຬ円 (前期ർ +10%)

※ 2022೧3月期からのफ益ࣟ基६(企業会計基६29号「फ益ࣟに関する会計基६」および企業会計基६న༽ࢨਓ30号「फ益ࣟに関する会計基६のన༽ࢨਓ」)
న༽にい、ർ較の༲易を高めるため、ࣁྋ಼においてはアドテクノロジーࣆ業の過೧ౕ業についてಋ基६をన༽し、ॄ計・記ࡎ
なお、ࣁྋとಋೖに開ࣖした決ࢋ৶においては、ಋ基६న༽の਼を記ࡎ

プラスユー᷄
フォッグ᷄
᷄インターナショナルスポーツマーケティング
トレイス᷄

ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ᷄アドテクノロジーࣆ業

コンテンツࣆ業

2Q詳細は

※

ജ高 : 2,886ඨຬ円 (期ർ +4%)
営業ཤ益 : 418ඨຬ円 (期ർ △10%)

ജ高 : 917ඨຬ円 (期ർ △31％)
営業ཤ益 : 453ඨຬ円 (期ർ △24%)



ജ上高

営業ཤ益

経常ཤ益

期純ཤ益
親会社株式に帰属する

EPS
（一株たり純ཤ益）

業績༩想 前期実績 前期ർ

2023೧3月期 通期業績༩想

12,800ඨຬ円 +1%

5,800ඨຬ円 +1%

+1%

+10%

+12%

5,800ඨຬ円

4,200ඨຬ円

※

※ 2022೧3月期までのࣰ及びघ可なๅや༩に基づきࢋఈ
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12,714ඨຬ円

5,738ඨຬ円

5,757ඨຬ円

3,825ඨຬ円

181.26円208.00円



2023೧3月期 事業๏針
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パーパス

⮬らをより前に㐍める人。

♫会をより前に㐍める事業。

♫会は、意志ある人、意志ある事業によって

より善い方向へと㐍化していく。

強い意志こそが、♫会を善い方向へと

変えていくエネルギーそのもの。

UNITEDは、そのエネルギーを、
意志の力を、最大化させる。

意志ある人に、▱恵と機会を。

意志ある事業に、㈨㔠とノウハウを。

そして、両⪅が出会い、

互いの成㛗が、さらなる成㛗を生む。

成㛗の㐃㙐で、♫会を満たしていく。

意志の力で

♫会を善い方向へ、より㏿く㐍めていく。

意志の力を最大化し、

♫会の善㐍を加㏿する。

意志の力を最大化し、

♫会の善㐍を加㏿する。

5



コア事業について
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パーパスに基づき、DXプラットフォーム಼の教育ࣆ業・ਕࡒマッチングࣆ業、および౦ࣆࣁ業を
ऀのࠕ後のௗをけん引するコアࣆ業としてઅఈ。

DXソリューションຌ෨

ユナイテッドマーケティング
テクノロジーズ株式会社

コ
ン
テ
ン
ツ

プラスユー株式会社フォッグ株式会社
株式会社インターナショナル
スポーツマーケティング トレイス株式会社

DX

プ
ラ
ỿ
ト
フ
Ỿ
ổ
ム

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

デジタルスキルのसಚをదとした
教育サービスをオンラインで供

෯業/フリーランスをৼとしたデジタルਕࡒと、
ௗࢦ向企業のマッチングを行う

౦資事業ຌ෨

テックアカデミーワークステックアカデミー

シード～アーリーステージのスタートアップをৼに、
援によるバリューアップを行うࢩ金供およびハンズオンࣁ

ア
ド

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ổ

コア事業

教育ࣆ業 ਕࡒマッチングࣆ業

౦ࣆࣁ業



コア事業 ビジネスモデル

・オンライン学सࢨ
・学सコンテンツ供

ण講ྋ
ௗࢦ向企業
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౦ࣁスタートアップ

ௗࢦ向企業・
౦ࣁスタートアップ

スキル・எ見

ๅृ

デジタルਕࡒを
す個ਕࢦ

デジタルਕࡒ

テックアカデミー

テックアカデミーワークス

JOOi

౦資事業ຌ෨

・オンライン学सࢨ
・学सコンテンツ供

ण講ྋ

ਕࡒのマッチング

ๅृ

ड़ࣁ・ハンズオンࢩ援

キャピタルゲイン
(IPO・M&A)

教育ࣆ業

ਕࡒマッチングࣆ業

౦ࣆࣁ業



コア事業間の࿊携
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コアࣆ業間での࿊携を強化し、シナジーをड़する

育された
デジタルਕࡒの供給

౦ࣁのௗにࣁする
ਕࡒをマッチング

スタートアップの
ਕࡒニーズを供

教育カリキュラム
の供

KPI

サービス
ཤ༽ं/ऀ਼

ཤ༽ୱ価

×

KPI

サービス
ཤ༽ऀ਼

ཤ༽ୱ価

×

KPI

౦ࣁ件਼

౦ࣁ額

×

౦ࣁௗི

×

ਕࡒマッチングࣆ業教育ࣆ業 ౦ࣆࣁ業



成長メカニズム

9

各コアࣆ業のௗが、૮互の競૬ྙ向とKPI拡に繋がるಢࣙのௗメカニズムを構。

౦ࣁ件਼/ௗིのଁཤ༽ऀ਼/ཤ༽ୱ価の拡ཤ༽ं਼/ཤ༽ୱ価の拡

コア事業全体の成長

ௗ企業への
リーチ拡

マッチングི
の向

マッチング
機会のଁ

༑ྒྷௗ企業
の掘

౦ࣁ機会
のଁ

౦ࣰࣁの
拡

ਕࡒプールの
拡ै

スキル/ノウハウ
のட

スキル獲ಚの
高レベル化

教育サービス
の拡ै

教育ࣆ業 ਕࡒマッチングࣆ業 ౦ࣆࣁ業



新経営体制

氏໌ 新ༀ職໌ 旧ༀ職໌(2022೧3月時点) 主な管掌事業・෨

ઔ ༫規 େනखగༀऀௗ 兼 ࣧ行ༀ員 େනखగༀऀௗ 兼 ࣧ行ༀ員 インベストメントࣆ業

金ࢢ ཇࢀ େනखగༀ 兼 ࣧ行ༀ員 खగༀ 兼 ࣧ行ༀ員 DXプラットフォームࣆ業

下ࢃ ༑࢚ खగༀ 兼 ࣧ行ༀ員 ࣧ行ༀ員 経営管ཀྵຌ෨

Ṧ口 ཾ広 खగༀ 兼
キラメックス᷄େනखగༀ キラメックス᷄େනखగༀ キラメックス᷄
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େනखగༀを2໌ରとし、コアࣆ業の管ঢを୴するとともに、キラメックス᷄のさらなる強化を行い、
より一の企業価向をࢨす。



教育事業
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教育事業 概གྷ
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デジタルスキルのसಚをదとした教育サービスをオンラインで供。
以下のௗ๏ਓに基づき、ࣆ業規ໝの拡をਦる。

「テックアカデミー」ण講ं਼の拡および教育࣯の向をਦることで、
デジタルਕࡒड़の࠹化をਦる

今後の成長๏針

キラメックス᷄の成長

౦ࣆࣁ業/ਕࡒマッチングࣆ業からखಚしたニーズを基に、たな域にて
教育サービスをཱིちげる新規域への拡大



教育事業 キラメックス᷄について

キラメックス᷄は、プログラミングやアプリ開などデジタルスキルを学べる
オンラインスクール「テックアカデミー」 をৼに਼ࣆ業をఴ開。
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サービス紹介



教育事業 競争༑位性(キラメックス᷄)

質の高いメンター

受講者の習熟ౕ・継続ི向上

メンタリングによる
習熟ౕ・継続ིの向上

技ढ़ྙやコミュニケーションྙを
基に、格ི༁10%のમ考を௪過した、
࣯の高いメンターが༁1,000໌ࡑし、
ण講ਫ਼をࢨ

合格ི10%の選考を
通過した現ༀエンジニア

プログラミング教育
講師群

※

※ 一෨コースは಼༲に応じてエンジニア以外(デザイナー、マーケター)がࢨ
※ 一෨コースによって供಼༲が異なる

現ༀエンジニアによるメンタリング

・ु2回のオンラインメンタリング
・ຘೖ15࣎23-࣎のSlackサポート

※

現ༀエンジニアによる、ఈ期దなメンタ
リングやຘೖのSlackサポートにより、
高い教育࣯をࣰ現
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実践的なスキルの習ಚ

テックアカデミーワークスにより、
ଖ業後にメンターと共にࣰແ案件にଲ応
しながら、ࣰભదなスキルをਐにつける
ことが可

テックアカデミー
卒業生

メンター

以下を競૬ྙの源ચとし、高い教育࣯をࣰ現。

共ಋで実ແ案件
へ対応



教育事業 今後の๏針(キラメックス᷄)
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ण講ं਼の拡および教育࣯の向をਦることで、デジタルਕࡒड़の࠹化をਦる。

受講者数の拡大 教育質の向上

卒業生向け
サービス強化 テックアカデミーワークスの拡

学習効ི/
効果の改善

カリキュラムの改વ、
学स಼༲/ର験のアップデート

受講者層拡大 ෯業/フリーランスなど
৮/म৮以外のキャリアમࢸの拡ै

事業域拡張
਼域でのࣆ業ఴ開をਬ
（テックアカデミージュニア・๑ਕ向け
IT研र）



教育事業 市場環境：デジタル人材の足

106 113

41

79

2020೧ 2030೧

拡大するデジタル人材足

਼ࡒデジタルਕ಼ࠅ

ଏ਼ࡒデジタルਕ಼ࠅ

（ୱ位：ຬਕ）

※１ 経ࢊࡃ業(2019೧)「ITਕࡒऩ給に関するࠬ」 システムコンサルタント・અ計ं、ソフトウェアࡠं、そのଠのๅॴཀྵ・௪৶技ढ़ंをଲেとఈ義しࢋड़

デジタル人材の需給
※1

※２ IPA(2021೧)「デジタル࣎େのスキルร革に関するࠬ(2021೧ౕ)」業界ର会員企業をৼに行ったࠬ結果

多くの企業がデジタル人材足を識

デジタル人材の「ྖ」の足
※2

16.8

40.8

28.1

64.2

47.4

56.3

15.7

8.3

12.2

0.7

0.3

0.5

2.6

3.2

2.9

IT企業

業会ऀࣆ

સର

ややଏしているにଏしている

ಝに過ଏはない 一෨に過がある

からない
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、みとなっておりࠒにଲするऩགྷは供給を回るペースでଁ加する見ࡒのデジタルਕ಼ࠅ
ऀ会સରでデジタルਕࡒがଏ。
また、ଡくの企業がデジタルਕࡒଏをࣟしており、DXਬの্ปとなっている。



。は拡傾向ࢤ育・研रサービスࡒがଏするয়況において、デジタルਕࡒのデジタルਕ಼ࠅ
また、オンライン教育ࢤはコロナ禍によるऩགྷの高まりをणけ、拡している。
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※２ 株ࣞ会ऀ経ࡃ研究ॶ(2022೧)「2022೧൝ eラーニング／映教育ビジネスレポート ～DXがむ教育サービスの࠹ಊ向～」セグメントพಊ向

教育事業 市場環境：デジタル人材育成およびオンライン教育市場の拡大

（ୱ位：ඨຬ円）eラーニング市場規ໝ推移※2

๑人向け、個人向け共に拡大

65,000 68,400 86,250 97,130 106,750 

153,500 167,000 

205,500 
233,800 

257,800 218,500 
235,400 

291,750 

330,930 

364,550 

2018೧ 2019೧ 2020೧ 2021೧ 2022೧

๑ਕ向け

個ਕ向け

（༩）（見ࠒ）

※１ 株ࣞ会ऀ経ࡃ研究ॶ(2022೧)「2022೧൝ デジタルਕࡒ関࿊サービスࢤの現য়とఴ」デジタルਕࡒ関࿊サービスพのࢤ規ໝਬ移

継続的に拡大

750 770 760 
820 870 

2018೧ 2019೧ 2020೧ 2021೧ 2022೧

（ୱ位：億円）デジタル人材育成・研修サービス市場
※1

（༩）（見ࠒ）



人材マッチング事業

18



人材マッチング事業 概གྷ

෯業/フリーランスをৼとしたデジタルਕࡒと、ௗࢦ向企業のマッチングを行う。
以下のௗ๏ਓに基づき、౦ࣁを強化。

19

JOOi(᷄リベイス)、およびテックアカデミーワークス(キラメックス᷄)の
業規ໝ拡ࣆ

今後の成長๏針

ᶅ既存事業の成長

౦ࣁスタートアップをৼとしたௗࢦ向企業と、
デジタルਕࡒをマッチングするサービスを਼域でཱིちげᶇ新規事業開の強化

業ポートフォリオを拡ैᶆ資ຌ業ແ提携・M&Aの強化ࣆ、ຌ業ແ携・M&Aによりࣁ



人材マッチング事業 ᶅ既存事業の成長
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￥
ๅ酬

トップ
デザイナー 成長志向企業

JOOi、テックアカデミーワークスともにॳに案件਼を拡しており、
。業規ໝの拡をਦるࣆ、を行うことでࣁ後も継କదな౦ࠕ

￥
制作ඇ

￥
ๅ酬

ﾃｯｸｱｶﾃﾞﾐｰ
卒業生

設計/開

￥
開ඇ

2022೧3月期 1Q 2022೧3月期 4Q

+68%

JOOi

JOOi
＜案件਼ਬ移＞

2022೧3月期 1Q 2022೧3月期 4Q

+433%

・ハイスキルを༙するトップデザイナーと、企業を業ແ委でマッチングする
・広ࠄ౦ࣁおよび営業強化により、案件਼/ॶデザイナー਼のଁ加をਦる

テックアカデミーワークス
・テックアカデミーのଖ業ਫ਼とメンターがチームをૌし、企業の開ࢩ援を行う
・開ରの強化により、高࣯な開ࢩ援につなげ、案件਼のଁ加をਦる

＜案件਼ਬ移＞

テックアカデミーワークス

成長志向企業

スキル/知見 マッチング

開支援



人材マッチング事業 ᶆ資ຌ業ແ提携、M&Aの強化

1࢝ൔ期にて1件のࣁຌ業ແ携をࣰ行。

21

HeaR᷄概གྷ
େනं ： ྔ
અཱི ：2018೧8月
業಼༲ࣆ ：スキルテストSaaS「ジョブテスト」やࡀ༽コンサルティングࣆ業をఴ開

教育ࣆ業、ਕࡒマッチングࣆ業との࿊携により、ྈऀがฯ༙する顧客基൭に基づく
クロスセル、ノウハウの共༙、ਕࡒの૮互ૻ客などの࿊携をਬ

資ຌ業ແ提携



人材マッチング事業 市場環境：フリーランス人口の拡大

コロナ禍を機に拡大 前೧ർ15.2%増

フリーランス人口 (ୱ位：ຬਕ)

ಉき๏改革のਬ、およびコロナ禍によるリモートワークのਃಃにより、
フリーランスਕ口やਕࡒマッチングサービスࢤは近೧ଁ加傾向にある。

※１ ランサーズ株ࣞ会ऀ(2021೧)「・フリーランスࣰସࠬ 2021-2022೧൝」セグメントพಊ向

1,062 

1,518 1,577 

2019೧ 2020೧ 2021೧

※1

105 
121 

2019೧ 2020೧

人材マッチングサービス市場規ໝ (ୱ位：億円)
※2

※２ 経ࡃ研究ॶ（2021）「2021೧൝ ਕࡒビジネスの現য়とఴ PART1 ૱ਕࡒサービスฦ」ਕࡒマッチングサービスࢤのࢤ規ໝ
ビジネスదで個ਕと企業をつなげるༀ割をもち、マッチングにਕघを介さない WEB サービスで、かつਜ਼規雇༽をとしないものを「ਕࡒマッチングサービス」とఈ義
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౦資事業
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౦資事業 概གྷ

24

シード～アーリーステージのスタートアップをৼに、ࣁ金供およびハンズオンࢩ援による
バリューアップを行う。
以下のௗ๏ਓに基づき、キャピタルゲインの࠹化をਦる。

今後の成長๏針

パーパスに基づき、シード～アーリーステージのスタートアップをৼに
౦ࣁ件਼の拡をਦる౦資件数の拡大

・DXソリューションຌ෨との࿊携により、コンサルティングのஎ見を
活かし、ௗに向けたノウハウを供

・ਕࡒマッチングࣆ業との࿊携により、౦ࣁスタートアップのニーズに
を供ࡒわせたデジタルਕ

事業࿊携による
ハンズオン支援強化



以下を競૬ྙの源ચとし、༙なスタートアップへの౦ࣰࣁ行が可。

25

な実績
これまでの౦ࣁ/EXITࣰにより、
౦ࣁ候ึとなるスタートアップへ
リーチでき、且つ見を࣍った
౦ࣁஇが可

ࣙ己ࣁ金のみで౦ࣁを行うことで、
ौೊ且つスピーディな意ࢧ決ఈが可

経営ਠおよびキャピタリストの
ネットワークや、ଡ਼の外෨ファンド
へのLPड़ࣁにより、広いスタート
アップとのネットワークをฯ༙

౦資事業 競争༑位性

ࣙऀで༹々なࣆ業開を行なってきた
経験/ࣰを活かした、౦ࣰࣁ行や
ハンズオンࢩ援が可

広い
ネットワーク

自己資金での
౦資実行

事業会社
としての知見



౦資事業 ౦資実績
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౦資実行数

※1 2013೧3月期～2022೧3月期
※2 株ࣞജ却額およびฯ༙株ࣞ価格(2022೧4月30ೖ఼࣎)
※3 一ൢऀ๑ਕೖຌベンチャーキャピタル協会「಼ࠅVCパフォーマンスベンチマーク 3回ࠬアップデート(2020೧൝) 」より、

౦ࣁ回फがຌ格化している2010～2015೧અཱིファンドの各೧ౕพネットマルチプル(X)央をॄ計

96社

౦資金額

53億円

回収額

516億円

౦資ഔི

9.7ഔ
※国಼VCฑ均 2.4ഔ

※2

※3

౦資実績
※1



౦資事業 主なEXIT実績
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※

※1

※1 IPOやM&Aにより、౦ࣁした企業の株ࣞをജ却し、౦ࣁࣁ金を回फすること
※2 2013೧3月期～2022೧3月期

IPO ※2

M&A
※2



౦資事業 主なLP出資先
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ड़ࣁファンド਼

35ຌ

記ファンド経༟
ड़ࣁスタートアップ

1,000社以上

ଡ਼の外෨ファンドへLPड़ࣁを行うことで、運༽益の計を見ࠒむとともに、
規౦ࣁ案件のソーシングとしても活༽(1,000ऀ以のスタートアップへリーチ可)。

LP出資概གྷ 主なLP出資先



౦資事業 主なスタートアップ౦資先

29

なポートフォリオを༙しており、ࠕ後もシード～アーリーステージ企業への౦ࣁを継କదに強化。

ミドル～レイターポストIPO シード～アーリーシード～アーリー



౦資事業 市場環境

30

海外౦ࣁ家のࢂや಼ࠅ౦ࣁ家のଁ加により、಼ࠅスタートアップのࣁ金ୣ額および、
規/M&AによるEXIT਼はଁ加傾向。

※１ 株ࣞ会ऀINITIAL「2021 JAPAN Startup Finance」 金ୣ額ࣁスタートアップ಼ࠅ
スタートアップのఈ義は、ೖຌ಼ࠅのາ公開企業(外ࠅਕが起業した಼ࠅの会ऀおよびೖຌਕが起業した海外の会ऀを含む)のうち、
ユニークなテクノロジーや・サービス、ビジネスモデルをもち、ࣆ業ௗのための౦ࣁを行い、ࣆ業ௗ拡にखりૌんでいる企業

※２ 株ࣞ会ऀINITIAL「2021 JAPAN Startup Finance」 業ৣోのয়況ࣆ、会ऀ化ࢢ/スタートアップ規਼、スタートアップのඅഛफ಼ࠅ

3,552
4822

5,847 5,334 

7,801 

2017೧ 2018೧ 2019೧ 2020೧ 2021೧

（ୱ位：億円）スタートアップ資金調達額

47 46 43 50 66

132
167

139 144

182

179

213

182
194

248

2017೧ 2018೧ 2019೧ 2020೧ 2021೧

（ୱ位：ऀ਼）スタートアップEXIT数
※１ ※２

M&A

規਼




